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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract

（和文）
計画通り、PACS-CSにより公開された2+1フレーバーのゲージ配位を用いて、負パリティ核子の計算に着手した。まず、状態を的確に分離するために相関行列を組み、その対角化を行い、演算子の最適化を試みた。しかしながら、その結果は前回の2フレーバーの場合の結果と、異なる結果が出た。軸性荷電も実際に計算してみたが、演算子の混合係数が変化すると、対応する軸性荷電も変化する。まだ統計が十分ではなく、この結果の変化が単に統計的誤差に起因するものである可能性はあるが、ストレンジクォークの真空偏極の効果の可能性も排除できない。これを明確にするためには、前回の計算と全く同じセットアップで計算を行い、結果を比較するというconsistency check も必要となってくる。それらは続行中であり、残念ながらまだ終了していない。

BlueGeneを用いて並行して行った「ストレンジクォークを含むバリオンの性質の研究」「Λ(1405)の研究」の研究結果は、国際会議等で発表され、査読つき論文誌に掲載されている。これらの研究では、ストレンジクォークを含む、s=-2のΞ粒子を含む8重項バリオン・8重項メソンの結合定数、および8重項バリオンの軸性荷電を2フレーバー格子QCDを用いて評価した。その結果、軸性荷電間におけるフレーバーSU(3)関係式の破れは、クォーク質量によらず非常に小さいことがわかり、フレーバーSU(3)対称性の破れは、主に、F/F+D 比のみに現れることをつきとめた。また、Λ(1405)の性質・フレーバー構造を格子ＱＣＤを用いて、評価している。
（英文）
We performed lattice QCD study of the axial charges of negative parity nucleons with 2+1 gauge configurations generated by PACS-CS collaboration. However, at present, the statistics needed for precise operator-optimization has not been enough, and we still have to increase the statistics.

As for the study of strange baryons, which has been done also on BlueGene, we evaluated the axial charges of octet-baryons, gA(NN),gA(ΣΣ), gA(ΛΣ), gA(ΛN),gA(ΣN), gA(ΞΛ), gA(ΞΣ), gA(ΞΞ). We discussed the flavor-SU(3)-breaking effects in couplings and axial charges. As a result, we found that the flavor-SU(3) breaking in couplings and axial charges is rather small, and that the SU(3) breaking mainly appears in F/F+D ratio. We also investigated the nature of Λ(1405). These results were presented at international conferences and were published in refereed journals.
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